
●
投
票
日
時

　
２
月
９
日
㈰ 

午
前
７
時
～
午
後
７
時

●
告
示
日
（
立
候
補
受
付
日
）

　

２
月
２
日
㈰

●
投
票
資
格　

　

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
、

２
月
１
日
㈯
現
在
で
調
製
す
る
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
当
日

ま
で
有
効
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方（
市

外
に
転
出
し
た
方
を
除
く
）
で
す
。

■
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方
と
は

〇
日
本
国
民

〇
投
票
日
翌
日
ま
で
に
満
18
歳
の
誕

　

生
日
を
迎
え
る
方
（
平
成
14
年
２

　

月
10
日
以
前
に
出
生
し
た
方
）

〇
告
示
日
の
前
日
か
ら
３
カ
月
前

　
（
令
和
元
年
11
月
１
日
）
ま
で
に
本

　

市
に
転
入
の
届
出
を
し
て
、
引
き

　

続
き
３
カ
月
以
上
市
内
に
住
所
を

　

有
す
る
方

●
投
票
す
る
に
は

　

投
票
所
の
入
場
券
を
皆
さ
ん
の
ご

自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
日

当
日
は
、
入
場
券
を
持
参
し
、
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所
以
外
で
は
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
入
場
券
は
、
世
帯
全
員
分

を
１
通
（
７
人
以
上
は
２
通
）
で
発

行
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は
ご

自
身
の
分
を
切
り
取
っ
て
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
投
票
資
格
が
あ

れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
制
度

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
用
務
な

ど
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
の
裏
面

に
「
宣
誓
書
」
を
印
刷
し
て
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
て
持
参

い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け

が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
は
、

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
代
理
投
票
制
度

　

心
身
の
故
障
や
字
が
書
け
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に
ご
自
身

投
票
日
は
２
月
９
日
㈰
で
す
　

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

※
立
候
補
受
付　

〇
日
付
：
２
月
２
日
㈰　

午
前

　

８
時
30
分
～
午
後
５
時

〇
会
場
：
市
役
所
伊
奈
庁
舎
２

　

階
会
議
室
１

場所 期間 時間

市役所伊奈庁舎
（１階小会議室）

２月３日㈪
～８日㈯

午前８時 30 分
～午後８時

市役所谷和原庁舎
（１階ロビー）

２月３日㈪
～８日㈯

午前８時 30 分
～午後８時

みらい平コミュニティ
センター（１階多目的室）

２月５日㈬
～８日㈯

午前 10 時
～午後８時

■期日前投票所および期間 で
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
投
票
所
の
係
員
が
投
票
の

お
手
伝
い
を
す
る
制
度
で
す
。
秘
密

を
厳
守
し
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
、
必
要
な
場
合
は
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

《
選
挙
会
（
開
票
）》

〇
日
時
：
２
月
９
日
㈰　

午
後
８
時
～

〇
場
所
：
伊
奈
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

問 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
伊
奈
庁
舎
総
務
課
内
）　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
５
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問 

伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
４
０
２
）

お知らせ

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。
国
民
年
金
は
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20

歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
た
め
、安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金

は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺

族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ

ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と

納
付
猶
予
制
度

◎
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

◎
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
，
年
金
の
給
付
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
，
保
険
料
に
は
学
生
納
付
特
例
、

納
付
猶
予
制
度
の
他
、
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２
９
‐

８
２
５
‐
１
１
７
０

7 －次号は令和２年１月25日（土）配布開始－




